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広島連塾 Sus☆テラス 2013 年度事業報告書 

 

設立 2 年目の 2013 年度は、3 つのプロジェクト（“Hiroshima for Sustainability づくり

プロジェクト、サスメディアプロジェクト、成功事例創出＆波及プロジェクト”）に基づき、

以下の活動を行った。 

 

１．世話人会議の開催 

 活動の進捗状況や課題を確認するために、開催した。 

主な議題と概要は、次のとおりである。 

 

 ○ 第 10 回（4/22） 

   （主な議題）・2012 年度の事業・決算報告 

         ・2013 年度の事業・予算検討 

   （概要）・2012 年度の事業・決算報告を最終確認した。 

・2013 年度事業として、地球環境基金助成事業（下記参照）や、海士町エコ

ツアーを実施していくことを決定した。 

 【地球環境基金助成事業概要】 

 テーマ：広島における、地域再生可能エネルギー普及システムの構築 

 内容：・地域再エネ普及システムに関する経験や課題、課題の解決方法を

共有・議論する場（情報共有会議・戦略会議）の開催 

    ・地域再エネ普及システムに関するセミナー・視察の開催 

・地域再生可能エネルギー事業等の実施主体として、一般社団法人サステナ

ブル地域づくりセンター・HIROSHIMA を設立したことを共有した。 

 ○ 第 11 回（5/2） 

（主な議題）・情報共有会議の内容検討 

（概要）・情報共有会議の内容（日程・場所・プログラム等）と当日に向けた役割分

担を決定した。 

 ○ 第 12 回（6/3） 

（主な議題）・情報共有会議の詳細検討 

（概要）・情報共有会議の詳細（登壇者・詳細プログラム等）と当日の役割分担を決

定した。 

 ○ 第 13 回（9/14） 

（主な議題）・海士町エコツアーの詳細検討 

      ・戦略会議等の詳細検討 

（概要）・海士町エコツアーの詳細（参加者募集方法・内容）を決定した。 

    ・戦略会議、セミナー、視察の概要を決定した。 
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 ○ 第 14 回（11/21） 

（主な議題）・海士町エコツアーの報告 

      ・セミナー、視察の詳細検討 

（概要）・海士町エコツアーの成果を共有した。 

    ・セミナーと視察の詳細を決定した。 

 

２．Hiroshima for Sustainability づくりプロジェクト 

 Hiroshima for Sustainability づくりプロジェクトとしては、海士町エコツアーを通じ、

目指す社会の姿とその実現方法を検討・共有した。海士町エコツアーの詳細は３に示す。 

 

３．サスメディアプロジェクト 

サスメディアプロジェクトとしては、セミナー（3 回）と海士町エコツアー及び雲南市エ

コツアー等を実施した。概要は次のとおりである。 

 ○ セミナー（地域主導型再生可能エネルギーセミナー） 

   一般社団法人サステナブル地域づくりセンター・HIROSHIMA が受託した地域主導

型再生可能エネルギー事業化検討委託業務（詳細は４参照）とリンクさせ、地域主

導型再生可能エネルギーセミナーを世羅町で開催した。（全 3 回） 

   詳細は次のとおりである。 

   【第 1 回（12/21・せら文化センター2 階 小ホール）】 

   和田 武 元立命館大学教授（経済産業省「調達価格等算定委員会」委員）を招き、「町

民・地域主導による再生可能エネルギー普及と地域活性化」をテーマにセミナーを

行った。（参加者 40 名） 

   【第 2 回（1/23・甲山農村環境改善センター 多目的ホール）】 

   山川 勇一郎 氏（(一社)多摩循環型エネルギー協会・多摩電力合同会社）を招き、「町

民・地域主導による再生可能エネルギー普及と U・I ターン促進」をテーマにセミナ

ーを行った。（参加者 45 名） 

   【第 3 回（2/21・世羅町役場 2 階 第 1 会議室）】 

   小峯 充史 氏（株式会社エコロミ代表取締役・(一社)調布未来のエネルギー協議会代

表理事・調布まちなか発電非営利型株式会社取締役）を招き、「町民・地域主導によ

る再生可能エネルギー普及の実現に向けて」をテーマにセミナーを行った。（参加者

28 名） 
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（ 2013 年 12 月 14 日中国新聞記事 ） 

 ○ 海士町エコツアー（11/8-10） 

海士町産業創出課や巡の環へのヒアリングや意見交換、潮風ファーム・岩ガキ工場・

塩工場・CAS 凍結センターへの視察、海士町関係者（I ターンされた方やあま環境ネ

ットワークの皆様等）との意見交換会を行い、「持続可能で、次世代の希望あふれる

広島（Hiroshima for Sustainability）」の実現に向けた気づきを得るとともに、参加

者それぞれが感じた気づきを共有した。（参加者 14 名） 

 

 

 

 

 

 

 ○ 雲南市エコツアー（3/24） 

  雲南市農林振興課や合同会社グリーンパワーうんなんへのヒアリング、波多温泉「満

壽の湯」木質チップボイラーへの視察を行い、「市民参加による森林バイオマスエネ

ルギー事業（熱供給事業）」のポイントについて学び、世羅町や東広島市等における

実現方法について気づきを得た。（参加者 21 名） 

○ 広報 

   【Web サイトの更新】 

   Web サイトを適宜更新し、情報を発信した。 

   【FM はつかいちへの出演】 

   FM はつかいち（エコしま専科；第 1 火曜日）にレギュ 

ラーナビゲーター（パーソナリティーの 1 人）として 

出演し、情報を発信した。（担当：薦田、大西） 
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 ○ 食と農の映画祭 2013 in ひろしま（11/2～8・トークライブ：11/3） 

食と農の映画祭 2012 in ひろしま実行委員会に参画するとともに、トークライブへ

の出演を行った。（トークライブ出演：大西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成功事例創出＆波及プロジェクト 

 成功事例創出＆波及プロジェクトとしては、地域再生可能エネルギー普及システム構築

に向け、「サスコミュづくり会議 コミュニティパワーでサステナブルなまちづくり＜“地

域再エネ”最新情報共有編＞」（情報共有会議）と「サスコミュづくり会議 コミュニティ

パワーでサステナブルなまちづくり＜戦略編＞」（戦略会議）を開催した。さらに、これら

を踏まえて、世羅町で「地域主導型再生可能エネルギー事業化検討（環境省委託業務）」を

開始した（地域主導型再生可能エネルギー事業化検討委託業務は、一般社団法人サステナ

ブル地域づくりセンター・HIROSHIMA 受託業務）。 

 概要は次のとおりである。 

○ 「サスコミュづくり会議 コミュニティパワーでサステナブルなまちづくり 

＜“地域再エネ”最新情報共有編＞」（情報共有会議）（6/23） 

  ｢第 1 部：各地の先進事例に学ぶ、第 2 部：広島での取組を考える、第 3 部：広島で

の実現を目指す｣の 3 部構成により、「地域再生可能エネルギー普及システム（コミ

ュニティパワー）によるサステナブルなまちづくり」をテーマに、セミナー（第 1

部）と来場者全員参加によるディスカッション（第 2 部及び第 3 部）を実施した。 

また、第 1 部の前には、地域再生可能エネルギー普及システムに関連する映画であ

る「パワー・トゥ・ザ・ピープル ～グローバルからローカルへ～」の自主上映会

を実施した。（会議参加者 87 名、映画参加者 64 名） 
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○ 「サスコミュづくり会議 コミュニティパワーでサステナブルなまちづくり 

＜戦略編＞」（戦略会議）（9/30） 

  情報共有会議の成果を受けて、地域再生可能エネルギー普及システムの実現に向け

た戦略を議論検討した。（参加者 12 名） 

○ その他関連事業 

  世羅町での「地域主導型再生可能エネルギー事業化検討（環境省委託業務）」をはじ

め、次の各関連事業を実施した。（地域主導型再生可能エネルギー事業化検討委託業

務を含め、＊を除く各業務は、いずれも一般社団法人サステナブル地域づくりセン

ター・HIROSHIMA 実施事業） 

 ・世羅町地域主導型再生可能エネルギー事業化検討委託業務（環境省委託業務） 

 ・脱温暖化プロジェクトせら（世羅町地球温暖化対策地域協議会）関連事業 

  （各種会議、脱温暖化せらのまちづくりフォーラム、内子町視察研修、笑コトーク等） 

 ・バイオマスの可能性研究会（国際協同組合年ひろしま第 2 分科会後継研究会）＊ 

 ・ワーカーズコープ 持続可能な林業と木質バイオマスプロジェクト関連事業 

 ・市民・地域共同発電所全国フォーラム 2013 関連事業 

  ・気候ネットワーク 低炭素の地域づくり戦略会議関連事業 
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５．その他 

 会の活動に資する取組として、情報収集や各種セミナーへの参加、関係団体との連絡調整、

助成金申請等を行った。 

 概要は次のとおりである。 

 ○ 情報収集、各種セミナーへの参加 

   各種会議やセミナー等へ参加し、情報収集や会のエンパワーメント及び PR、協力関

係の構築等を行った。 

（主な会議・セミナー等）ISEP エネルギー・アカデミー第 1 期人材育成プログラム 

            市民が進める温暖化防止 2013 

            環境首都創造自治体全国フォーラム 2013 in 掛川 

            若手再エネ実践者研究会・同シンポジウム 

  広島湾再生 NPO 意見交換会 

コミュニティパワー国際会議 

            宝塚すみれ発電所第 2 号点灯式 

日本環境学会東広島大会 

  みんなのエネルギーと未来（原子力市民委員会 広島会議） 

  地域主導型再生可能エネルギー事業化検討委託業務コー

ディネーター対象研修・見学会（一般社団法人サステナブ

ル地域づくりセンター・HIROSHIMA 業務） 

  ひがしひろしま環境フェア他各種イベント 等 

 ○ ネットワークの維持・構築等に関わる事業 

   県内各所におけるネットワーク団体等の事業へ参加した。 

   （参加した団体）熱帯森林保護団体ひろしま 

           未来の子 

           京橋川かいわいあしがるクラブ 

           三原やっさ祭りゴミへらし隊エコレンジャー委員会 等 

 ○ 助成金申請等 

   各種助成金等の申請を行った。 

   （申請先）地球環境基金：採択 

        セブンイレブン記念財団：採択 

日立環境財団：不採択 

   （参考；関連業務）平成 25 年度地域主導型再生可能エネルギー事業化検討委託業務 

            （環境省委託業務）：採択（一般社団法人サステナブル地域づく

りセンター・HIROSHIMA 受託業務） 

 

【文責：事務局長 大西 康史】 


